
日本遺産「里沼」のまち ★ 群馬県館林市

「茂林寺沼湿原」保全・活用１００年プロジェクト

“祈りの沼”：茂林寺沼の継承 ⇒

環境省「良好な水環境保全・活用モデル事業」

「茂林寺沼湿原」保全・活用１００年プロジェクト

【課題】①湿原の健全化〔水不足、乾燥→草原化対策〕
②管理コストの低減〔除草・ヨシ刈・木道〕

・令和５年(2023)「茂林寺沼湿原保護保全のための計画(第Ⅱ期)」策定
➡日本遺産「里沼」との事業連動を新たに位置付けた

・令和６年(2024)「館林市文化財保存活用地域計画」作成・文化庁認定
➡文化財保存活用区域の一つに「茂林寺沼エリア」を位置付けた

事業計画

将来像

日本遺産認定後の取組み 新規井戸掘削工事＋維持管理強化 ほか

茂林寺沼湿原の消滅危機を回避するためには

「里沼」としての再生を目指すことが重要！

令和７年～
(2025)

新事業！

SATO-NUMA.JP

＊「里沼」…人が沼と共生し、良好な環境が保たれ、歴史文化が育まれてきた
＊茂林寺沼…日本有数の低層湿原で、「里沼」の原風景を残す小さな沼・湿原
＊祈りの沼…貴重な動植物のほか、「ぶんぶく茶釜」の茂林寺は祈りの拠点



❶茂林寺沼湿原１００年会議の構築

❷魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」

❸地域活動者による維持管理トライアル

群馬県館林市教育委員会

地域ぐるみで“沼(ぬま)る” 茂林寺沼湿原（里沼）の再生‼

カキツバタの群生

貴重動植物のすみか

湿原内の散策路

まちの中に浮かぶ湿原（里沼）

フィールドワーク

廃ヨシを活用したオブジェ

冬場のヨシ刈作業

課題１ 課題２

水量不足 管理コスト



１００年
会議

「場」と「人」と「方向性」をつくる

実践・体験・見試しの場
小学生の視点から湿原の

魅力・課題・人びとの活動を可視化

会議での思いや問いの共有が
モチベーションになる
方向性を示す 行動を共有し

新たな問いを生む
魅力発見のサポート
や提案への応答

子どもたちからの提案

作業風景や変化を
取材・記録して発信

体験の場の提供
発表会への参加

茂林寺沼湿原保全・活用
100年プロジェクトのイメージ 取組❶

取組❶～❸を相互に連動させ、多様な主体が関わり
ながら茂林寺沼湿原の「里沼」(人が適度に関わるこ
とによって良好な環境が維持される沼)としての再生
を目指します！

取組❸ 取組❷

■茂林寺沼湿原に関わる人・団
体・企業が集まる場に参加して
いただき、保全・活用に向けた
情報交換やミッション策定を行
います。
■新たな試みとして「グラ
フィックレコーディング」を導
入し、会議の内容を絵や図、文
字などで視覚的に記録します。
(この手法は団体・企業の会議
やミーティング等でも応用可能
です。)

■年間２回(春・秋)に開催している清掃活
動の延長として除草やヨシ刈、木道補修な
ど維持管理の体験に参加していただき、将
来的に維持管理を担う人材を育成します。

■市立美園小学校の児童がフィールドワークや取材
を通して魅力を発見し、「茂林寺沼タイムス」とし
て情報発信します。１００年会議に参加する団体も
子どもたちの学習活動を応援します。

維持管理
トライアル

茂林寺沼
タイムス



茂林寺沼湿原保全・活用
100年プロジェクトの活動スケジュール

取組内容 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

❶
100年会議

100年会議①
8/30㈯14-16

100年会議②
《日時未定》

100年会議③
《日時未定》 R８

活動準備
R８

活動準備

R８
活動準備

❷
茂林寺沼
タイムス

【学校夏休み】
フィールド
ワーク

興味関心ごとに
グループ分け

編集・情報発信
を学習する！ 取材① 取材②

茂林寺沼
タイムス
発行

里沼
オンライン
サミット発表

❸
維持管理
トライアル

トライアル①
10/4㈯
8:30~12:00

トライアル② トライアル③ トライアル④

キショウブバスターズ

(清掃活動＆外来種駆除)

ヌマヨシカッターズ

(ヨシ刈)

ドンドファイヤーズ

(どんど焼き手伝い)

・事業キックオフ
・参画者顔合わせ
・方向性共有

・ﾄﾗｲｱﾙ結果の共有
・中間ふりかえり
・ヨシ刈準備

・全体ふりかえり
・来年度へつなぐ

対話

・除草
・木道管理作業
・ミニ対話

・ヨシ刈
・木道整備作業
・ミニ対話

・ヨシ刈
・ヨシ運搬
・どんど焼き見学

・竹伐採
・ミニ対話

バンブーカッターズ

(竹伐採)

■令和７年度では茂林寺沼湿原を１００年継承するためのプラットフォームと地域ぐるみで保全・活
用するモデルケースを構築していきます。

■令和８年度以降もこの取組みを継続しながら、水質浄化に向けた調査や見どころマップ作成(令和８
年度)、廃ヨシ利活用商品・サービスやサステナブルツアー造成に取組み(令和９年度)、館林市の
「里沼」を通じてシビックプライドを醸成し、その貴重性や魅力を世界に発信していきます！！


